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情報通信技術が発展する中で、子どもたちが触れることのできる情報は膨大な量となり、それに伴い携帯などを悪用した犯罪も急増しています。このような背景から今年度の思春期講座では情報教育をテーマに取り上げ、内田洋行教育総合研究所の浅川大二郎氏を講師にお迎えし「子どもに安心、安全な情報教育を」と題してお話しを伺いました。

情報が溢れた社会を生きる子どもたち　～ネット・ケータイ社会の実態～
小学５年生の２割・中学２年生の４割が携帯電話を所有し、１日のメール件数が５１通を超える中学生が１６％、小学生でも３％という驚きの調査結果が出ています。
例えば、連絡網としてのメーリス、遊びの一種であるバトン、自己表現のためのプロフ・ブログ・ＳＮＳ、小遣い稼ぎのためのアフィリエイト・リアルマネートレード、意見交換のためのコミュニティサイト・裏掲示板、モバゲータウン･･･皆さんはいくつご存知ですか？
このうちモバゲータウンは、1000万人以上いる会員の大半が１０代という問題になっているサイトだそうです。無料ゲームを提供することで簡単に子どもの心を捉え、現実とかけ離れた仮想世界にのめりこむ子どもは、実生活での人間関係を閉ざしてしまう危険性をはらんでいます。
他にも、「出会い系サイトへのアクセスによる被害はケータイが９割以上」「学校裏サイトによるイジメの蔓延、実名をあげての悪口が横行（４万件近い裏サイトが存在）」「ＱＲコードによる金銭稼ぎ（過激な写真の公開へエスカレート）」･･･実態を知らないのは親ばかりであるという事実を痛感させられます。
子どもが上手にケータイと向き合うための７か条　～家庭での情報教育のポイント～
　情報が氾濫する社会を生きる子どもに親はどのように接すればよいのでしょう。淺川氏が講演で示されたポイントは以下の７点です。


「親子の会話が少ない、家があまり好きではないという子どもの多くがケータイに依存し、居場所をみつけようと深みにはまっていく･･･」淺川氏の言葉にハッとさせられました。「文字や記号に頼り、自分の素直な気持ちを言葉にして伝えることが苦手」「寂しさや孤独感から抜け出す術がわからない」そんな子どもたちからの無言の訴えに、我々大人はそのサインを見逃さず、直に対話をすることが求められています。これから長い夏休みを迎えますので、コミュニケーションの機会を増やし、親子が近づくチャンスです。今を生きる、どの子供にも共通の課題だと思います。ぜひこの夏休みを有効に活用していきましょう。
１　情報モラルの確立（公共の場でのルールを教え、我が家の約束を作ること）　　


２　「何かあったら携帯をとりあげる」は禁句、子どもは隠し、信頼関係が崩れる


３　サイトの二面性について話し合う


４　ノー携帯デーを作る


５　子どもが何をしているのか関心を持つ


６　親もケータイについての知識があることを知らせる


７　有害サイトアクセス制限サービスの利用（小学生は特に）
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